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令和４年度環境問題研究事業(エコ倶楽部探検隊)経過報告
～全管連青年部ホームページに掲載～

全管連青年部ホームページ（http://www.zenkanrenjr.jp）

　全管連青年部サブホームページ（http://zenkanjr.hp.peraichi.com/home

　令和５年２月 18 日 ( 土 ) 全管連青年部協議会の第
135 回理事会及び会員交流会を、京都市の京都水道会
館の会議室にて行いました。

　今年は例年にも増して寒さが残り、年明けからの寒
波で会員交流会直前にライフラインにも支障が出るほ
どの大雪が京都にも降りました。2020年から続く新型
コロナウイルスの影響が次第に少なくなり、様々な対
策をする中で少しずつ終息に向かっています。当青年
会もここ数年は活動自粛や中止をしており、試行錯誤
していました。そんな中に幸いにも青年会に新入会員
が数名入ると言う明るい出来事があり、その会員に少
しでも青年部の取組みや活動の重要性を伝えたい、ま
た京都から元気を全国に発信したいと思う気持ちから

　本事業は全管連青年部協議会の創立から続いている
事業で、今年度で 24回目を迎えました。
　この活動は、令和２年第 22回日本水大賞の厚生労働
大臣賞を受賞しています。
　４月現在で写真の６青年部からの応募がありまし
た。様々な活動のご報告をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　また今回も、広範な解釈のもと水源地のみならず、自
由に「水」にまつわるすべてのエコ倶楽部探検隊活動を
募集しております。
　「水」はかけがえのない大切な資源であり、人類に
とって貴重な財産であるということを再認識し、また
次世代に伝えていくことで、「水」への感謝の心を育む
ことができればと考えております。さらに、この活動が
地域に密着した環境活動へと繋がることも期待します。

　この活動を通して、「水」に対して興味を持った子供
たちが、将来業界を支える人材へと成長していくこと
になれば、まさに「担い手事業」の一面を持つ事業とも
いえます。

　全国各地の青年部の皆様には、積極的に事業を実施
いただき心より感謝申し上げます。今年度の募集期間
は、６月の全国各地の水道週間の活動もご報告頂ける
ように、６月末日としております。まだまだ全国各地か
らの応募をお待ちしております。今年も、実施いただい

た事業に対してアンケートを実施し優秀な活動に対し
て通常総会で表彰を致します。
　今後もこの事業をさらに魅力あるものにし、業界底
上げの一助となるよう、引き続きのご協力を宜しくお
願いいたします。

福島地区管工事協同組合青年部

活動報告をする松田京都府青年会会長

藤川全管連会長と馬場京都府理事長を囲んで集合写真

秋田管工事業協同組合青年部協議会

当青年会会長及び役員と話し合を行い、今回の京都開
催を行うことになりました。
　理事会には、理事 28名、監事１名、事務局 2名、オブ
ザーバー 37 名の合計 68 名の参加人数となりました。
そして、ご来賓として全管連の藤川会長、京都組合の馬
場理事長にもご臨席いただきました。全管連の会長が
青年部の会議に出席したのは設立以来初となります。
参加されたすべての方々に感謝と御礼を申し上げま
す。
　先ずは林総務副会長（熊本市）の司会により、太田会
長（川崎市）、地元京都府の松田青年会会長による挨拶
があり、ご来賓の、藤川全管連会長と馬場京都組合理事
長の祝辞をいただきました。

　その後、髙橋総括副会長（岩手県）が議長に選任され、
議事審議が始まり、議事は 8 月に開催を予定している
山形総会の開催概要、令和 4年度事業報告など、さまざ
まな事業を一つ一つ丁寧に審議し、全議案が可決承認
されました。
　そして理事会終了後、京都府管工事工業協同組合青
年会の活動事業内容を報告させていただきました。
　さて、京都青年会の活動報告内容を少し紹介いたし
ます。昭和 56年 10月に発足し、平成 11年と 22年に
全管連青年部総会を開催、令和 4 年 5 月に 40 周年記
念式典を開催し、現在に至ります。組合の活動としまし
ては、清掃活動、水廻り点検（小学校から保育園まで幅
広く）、ものづくりフェア（配管による空気鉄砲の展示
会、配管を繋ぐ体験ブース）等々、年間を通じて積極的
に活動をしています。

　その後の交流会では八坂神社前の祇園牛禅で藤川全
管連会長と馬場京都組合理事長もご一緒に鍋を囲み歓
談しました。
　新型コロナウィルスの影響により、ここ数年、ウェブ
でしかお話できなかった会員さんやオブザーバーの
方々と向き合い顔を合わせて青年部の明るい未来につ
いて話し合う楽しさは言うまでもありません。皆さん
の笑顔を見ると私たちも元気になり、またそれにより
皆さんも元気になるその繰り返しが活性化への一歩の
様な気もします。
　会員交流事業の行ううえで、地元での準備手配は大
変時間と労力を使いますが、その代わりに得られる充
実感を含め組合の活性化に使わせてもらうには十分過
ぎるほどの大きな刺激が得られました。

　今回初めて京都に足を運ばれたという方も多く、ほ
とんどの皆様が遠方よりお越しいただいたこと、また
このような有意義な経験をさせていただいたことに対
し、京都府管工事工業協同組合青年会一同感謝を申し
上げると共に、今後とも変わらぬご厚誼とご指導の程
よろしくお願い申し上げます。

全管連青年部理事・　　　　　　　
京都府管工事工業協同組合青年会　

加藤　友幸

　藤川会長をはじめ全管連の親会の皆様には青年部活動へのご理解とご尽力を賜りありがとうございます。
青年部理事会も各地で開催することで、より全国の繋がりも強くなって行けたら良いと思っております。

総務部会長　安宅　弘明（高知）
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「第135回理事会・会員交流事業を京都市で開催！」

　令和５年２月 18 日 ( 土 ) 全管連青年部協議会の第
135 回理事会及び会員交流会を、京都市の京都水道会
館の会議室にて行いました。

　今年は例年にも増して寒さが残り、年明けからの寒
波で会員交流会直前にライフラインにも支障が出るほ
どの大雪が京都にも降りました。2020年から続く新型
コロナウイルスの影響が次第に少なくなり、様々な対
策をする中で少しずつ終息に向かっています。当青年
会もここ数年は活動自粛や中止をしており、試行錯誤
していました。そんな中に幸いにも青年会に新入会員
が数名入ると言う明るい出来事があり、その会員に少
しでも青年部の取組みや活動の重要性を伝えたい、ま
た京都から元気を全国に発信したいと思う気持ちから

　本事業は全管連青年部協議会の創立から続いている
事業で、今年度で 24回目を迎えました。
　この活動は、令和２年第 22回日本水大賞の厚生労働
大臣賞を受賞しています。
　４月現在で写真の６青年部からの応募がありまし
た。様々な活動のご報告をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　また今回も、広範な解釈のもと水源地のみならず、自
由に「水」にまつわるすべてのエコ倶楽部探検隊活動を
募集しております。
　「水」はかけがえのない大切な資源であり、人類に
とって貴重な財産であるということを再認識し、また
次世代に伝えていくことで、「水」への感謝の心を育む
ことができればと考えております。さらに、この活動が
地域に密着した環境活動へと繋がることも期待します。

　この活動を通して、「水」に対して興味を持った子供
たちが、将来業界を支える人材へと成長していくこと
になれば、まさに「担い手事業」の一面を持つ事業とも
いえます。

　全国各地の青年部の皆様には、積極的に事業を実施
いただき心より感謝申し上げます。今年度の募集期間
は、６月の全国各地の水道週間の活動もご報告頂ける
ように、６月末日としております。まだまだ全国各地か
らの応募をお待ちしております。今年も、実施いただい

た事業に対してアンケートを実施し優秀な活動に対し
て通常総会で表彰を致します。
　今後もこの事業をさらに魅力あるものにし、業界底
上げの一助となるよう、引き続きのご協力を宜しくお
願いいたします。

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会

松山市管工事業協同組合青年部 高知市管工事設備業協同組合青年部委員会

姫路市管工事業協同組合青年部

当青年会会長及び役員と話し合を行い、今回の京都開
催を行うことになりました。
　理事会には、理事 28名、監事１名、事務局 2名、オブ
ザーバー 37 名の合計 68 名の参加人数となりました。
そして、ご来賓として全管連の藤川会長、京都組合の馬
場理事長にもご臨席いただきました。全管連の会長が
青年部の会議に出席したのは設立以来初となります。
参加されたすべての方々に感謝と御礼を申し上げま
す。
　先ずは林総務副会長（熊本市）の司会により、太田会
長（川崎市）、地元京都府の松田青年会会長による挨拶
があり、ご来賓の、藤川全管連会長と馬場京都組合理事
長の祝辞をいただきました。

　その後、髙橋総括副会長（岩手県）が議長に選任され、
議事審議が始まり、議事は 8 月に開催を予定している
山形総会の開催概要、令和 4年度事業報告など、さまざ
まな事業を一つ一つ丁寧に審議し、全議案が可決承認
されました。
　そして理事会終了後、京都府管工事工業協同組合青
年会の活動事業内容を報告させていただきました。
　さて、京都青年会の活動報告内容を少し紹介いたし
ます。昭和 56年 10月に発足し、平成 11年と 22年に
全管連青年部総会を開催、令和 4 年 5 月に 40 周年記
念式典を開催し、現在に至ります。組合の活動としまし
ては、清掃活動、水廻り点検（小学校から保育園まで幅
広く）、ものづくりフェア（配管による空気鉄砲の展示
会、配管を繋ぐ体験ブース）等々、年間を通じて積極的
に活動をしています。

第135回理事会

（左）馬場京都府理事長　（右）藤川全管連会長

　その後の交流会では八坂神社前の祇園牛禅で藤川全
管連会長と馬場京都組合理事長もご一緒に鍋を囲み歓
談しました。
　新型コロナウィルスの影響により、ここ数年、ウェブ
でしかお話できなかった会員さんやオブザーバーの
方々と向き合い顔を合わせて青年部の明るい未来につ
いて話し合う楽しさは言うまでもありません。皆さん
の笑顔を見ると私たちも元気になり、またそれにより
皆さんも元気になるその繰り返しが活性化への一歩の
様な気もします。
　会員交流事業の行ううえで、地元での準備手配は大
変時間と労力を使いますが、その代わりに得られる充
実感を含め組合の活性化に使わせてもらうには十分過
ぎるほどの大きな刺激が得られました。

　今回初めて京都に足を運ばれたという方も多く、ほ
とんどの皆様が遠方よりお越しいただいたこと、また
このような有意義な経験をさせていただいたことに対
し、京都府管工事工業協同組合青年会一同感謝を申し
上げると共に、今後とも変わらぬご厚誼とご指導の程
よろしくお願い申し上げます。

全管連青年部理事・　　　　　　　
京都府管工事工業協同組合青年会　

加藤　友幸


